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２００９年３月期決算説明会資料

執行役社長 大林 秀仁

2009/4/23

～激変する経営環境の中、営業利益１４９億円を確保、事業構造改革を推進～
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ⅠⅠ

（注）YY/MはYY年M月期を表しています。

２００９年３月期 決算概要２００９年３月期 決算概要
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２００９年３月期（ハイライト）

当期純利益

経常利益

営業利益

売上高

ーーー△２２％７１△２０９１

△５９％２０１△３６△１０％１６５△１８１８３

△６２％１８５△３６△１２％１４９△２１１７０

△１６％７,９３９△１８９＋２％７,７５０＋１５０７,６００

（億円）

（旧基準）

前年同期比

（旧基準）

実績

会計方針

変更影響額

対前回予想

増減率

（新基準）
実績

業績偏差

（新基準）
前回予想

（e）

２.（新基準）前回予想（e）は、2009年1月３Q決算時公表値です。

（注）１.当連結会計年度より、半導体製造装置、液晶関連製造装置等、出荷後に据付作業を要する製品の
収益認識基準を出荷基準から据付完了基準に変更しております。
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売上高 （ ７,６００億円 → ７,７５０億円 ＋１５０億円）

営業利益 （ １７０億円 → １４９億円 △２１億円）

ライフサイエンス：欧米向け医用分析装置の出荷増等により ９２億円増

情報エレクトロニクス：米国向け携帯電話端末の出荷増等により ９３億円増

先端産業部材：液晶関連部材、シリコンウェーハ等の需要減により ３４億円減

電子デバイスシステム：半導体製造装置、液晶関連製造装置の操業度悪化、
在庫評価減等により ３０億円減

ライフサイエンス：欧米向け医用分析装置の好調等により １４億円増

対前回予想値（２００９年１月３Ｑ決算発表時）比較

２００９年３月期（偏差説明）

１.偏差説明

２.収益認識基準変更による影響

＋１△３６△３７営業利益

△１８９

実績

＋１△１９０売上高

偏差前回予想

（億円）
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0

5,000

10,000

08/3 09/3(e) 09/3

経営成績（セグメント別売上高）

（9,431）

7,6002,648

962

2,327

3,495

1,685

885

1,945

3,085

1,683

977

2,038

3,051

△３６％

売上高

前年同期比

△１８％
（億円）

7,750 

＋２％

△１２％

△１３％

（ ）内の数値は会計方針変更前

（7,790） （7,939）

２,０４５

１,８４２

０９／３旧基準
実績

△１２％

△３０％

旧基準
前年度比

２,３２７

２,６４８

0８／３

実績

△７

△１５８

会計方針変更
影響額

△２８２情報エレクトロニクス

△８０６電子デバイスシステム

業績変動
影響額

（億円）

（△１６％）

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

電子デバイスシステム
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△７０％

経営成績（セグメント別営業利益）

（491）

170

231

184

41

35

△18

180

21

△13
△48

194

19
△16

営業利益

149

ー％

＋５％

ー％

△４６％

（207） （185）

△１５

△１６

０９／３旧基準
実績

ー％

ー％

旧基準
前年度比

４１

２３１

０８／３

実績

△５６

△２４７

業績変動
影響額

△１情報エレクトロニクス

△３２電子デバイスシステム

会計方針変更
影響額

（億円）

（△６２％）

（億円）（ ）内の数値は会計方針変更前

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

電子デバイスシステム

500

-100
08/3 09/3(e) 09/3

前年同期比
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経営成績（損益計算書〔要約〕）

経常利益 当期純利益

特別損益の主な内容

６８法人税等

１３９税金等調整前当期純利益

７１当期純利益

２６営業外収益

１０営業外費用

１６５経常利益

８特別利益

３４特別損失

８９３販売費及び一般管理費

１４９営業利益

１,０４２売上総利益

６,７０７売上原価

７,７５０売上高

固定資産売却益 ＋７億円
（拠点見直しによる米国事務所売却）

投資有価証券評価・売却損 △８億円

減損損失 △１０億円
（収益性低下に伴う一部生産設備の減損等）

事業構造改善費用 △１７億円
（早期退職に伴う割増退職金）

２００９年３月期 （億円）



9Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

財政状態（貸借対照表〔要約〕）

株主資本

評価・換算差額等

退職給付引当金

△７７３４,２７６負債及び純資産合計△７７３４,２７６資産合計

＋０２少数株主持分

△３４△８△６５２４２投資その他の資産

＋２６２,３４９＋４４３無形固定資産

△８２,３４３純資産△３５８４有形固定資産

△２１０その他△６３８６９固定資産

△４２５４△１０２４４その他

△６２６４固定負債＋４９７２０たな卸資産

△１１６５３１その他△９３１１,５４３受取手形及び売掛金

△６４３１,１３９支払手形及び買掛金＋１８２９００現預金、関係会社預け金

△７５９１,６６９流動負債△７１０３,４０６流動資産

２００９年３月末 （億円）
０８/３末比０８/３末比
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財政状態（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

換算差額

＋７９６現金及び現金同等物の期末残高＋１０減損損失

増減額

△１５０その他

＋１２４フリー・キャッシュ・フロー

＋１８△１６７法人税等支払

期首残高

△８５固定資産取得・売却

＋４８有価証券の取得・売却

△１８７投資活動によるキャッシュ・フロー

＋７７９＋２３その他

△１３＋２１１正味運転資金

△４８その他＋９５減価償却費

△４５配当金の支払＋１３９税引前利益

△９３財務活動によるキャッシュ・フロー＋３１１営業活動によるキャッシュ・フロー

（億円） ０９/３ ０９/３
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ⅡⅡ 事業構造改革施策概要事業構造改革施策概要
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事業構造改革①

人員および

コストの

抜本的な見直し

適運営体制の

再構築

選択と集中による

成長戦略の

加速
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事業構造改革② コスト削減

０８年度実施 ０８～０９年度実施

主な対策項目

生産設備の減損

人員の適正化

休業の実施

人員およびコストの抜本的な見直し

設備投資・研究開発の厳選

たな卸資産の削減

徹底した販管費の見直し
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事業構造改革③ 適運営体制の再構築

経営リソースを成長市場へシフトし、付加価値提供型ビジネスモデルへの変革

製品開発のスピードアップ及び部門間の情報共有、徹底したコスト削減の実現

自社製品部門自社製品部門 商事部門商事部門

●チップマウンタ部門を半導体

後工程のアセンブリ部門と統合

●電子顕微鏡などの解析装置関連

事業をライフサイエンス事業の

分析システム部門に移管

●商事統括本部及び商事戦略

本部を新設

●環境・エネルギー営業本部を

新設

シナジーの 大化シナジーの 大化

（注）体制再構築に伴うセグメント変更はございません

新事業創生会議新設
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事業構造改革④ 成長戦略の加速

1．新事業開発への取組み継続強化

2．ＩＴ化推進によるスピーディーかつ強固な経営基盤の構築

伸長市場向けの分析アプリケーション開発、体外診断新市場進出

有機ＥＬ製造装置事業参入

環境・エネルギー関連事業拡大

ＰＤＣＡサイクル可視化

連結ベース経営情報取りまとめ

3．グローバル化の推進

エマージング市場対応の強化（インド・ブラジル・ロシア・ベトナム）

連結経営の深化と海外取引の拡大
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事業構造改革⑤

２０１０年度以降のＶ字型回復の実現

人員および

コストの

抜本的な見直し

適運営体制の

再構築

選択と集中による

成長戦略の

加速
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（注）YY/MはYY年M月期を表しています。

ⅢⅢ ２０１０年３月期 業績予想２０１０年３月期 業績予想



18Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

２０１０年３月期業績予想（ハイライト）

（注）想定レート： １ＵＳＤ＝ ９０円

１ＥＵＲ＝１２０円

売 上 高 ６,３８０

当年度予想（億円） 前年度実績（億円）

営業利益

経常利益

当期利益

△４７

△４８

△５７

７,７５０

１４９

１６５

７１

△１８％

ー

ー

前年度比

一株利益 △４１円４４銭 ５１円４４銭

一株配当 １０円００銭 ３０円００銭 △２０円００銭

△９２円８８銭

ＲＯＥ △２.５％ ３.０％

ＦＩＶ △１６５ △２１ △１４４億円

△５.５％

ー
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0

5,000

10,000

08/3 09/3 10/3(e)

（億円）

9,431

6,380

2,648

962

2,327

3,495

1,245

840

1,735

2,560

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

電子デバイスシステム△２６％

△１４％

△１６％

△１５％

7,750

1,683

977

2,038

3,051

前年同期比

△１８％

２０１０年３月期業績予想（セグメント別売上高）

売上高
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２０１０年３月期業績予想（セグメント別営業利益）

営業利益

情報エレクトロニクス

電子デバイスシステム

ー％
前年同期比

491

149

231

184

41

35

△48

194

19

△16

△133

86

14
△14

△47

ー％

△５６％

ー％

△２６％

（億円）

500

-150

08/3 09/3 10/3(e)

ライフサイエンス

先端産業部材
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95

164

321

0

200

400

08/3 09/3 10/3(e)

前回予想

市場動向（半導体製造装置）

（出所）SEMIの08年12月迄の実績値及び当社推測 （注）前回予想は、08年10月の09年3月期2Q決算発表時の見通し

（売上ベース）（億ＵＳＤ）

半導体製造装置（前工程）市場

前年同期比

△４２％
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956
1,001

799

366
392

501

0

600

1,200

07/9 08/3 08/9 09/3 09/9 10/3

12

△40

△23

-60

60

08/3 09/3 10/3(e)

受注高の推移 受注高の推移（前年度比伸び率）

受注高の推移（半導体製造装置）

（％）（億円）

(e) (e)

1,957

1,165

892

内は年度合計
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評価装置の事業拡大策

微細化技術

歩留り向上技術

生産性・ＯＥＥ 向上技術

測長ＳＥＭ
 新技術・開発投資の取り込み

 ＤｅｓｉｇｎＧａｕｇｅ®機能アップによる生産性向上ソリューションの提供

外観検査装置（レビューＳＥＭ・暗視野式外観検査装置）

高性能・高生産性実現による競争力強化

新規大手顧客獲得、材料等関連市場深耕によるシェア拡大

*OEE：Overall Equipment Efficiency（製造装置全体の効率） **TSV：Through Silicon Via（シリコン貫通電極）

*

ダブル・パターニング

ＴＳＶ

計算機リソグラフィー

・
・
・

**

微細化投資再開に同期した、優位化技術発揮による事業の拡大
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0% 50% 100%

10/3(e)

09/3

0

600

1,200

09/3 10/3(e)

売上高の推移（半導体製造装置）

主要製品群別売上高の推移 地域別売上高比率

０９年度基本戦略

１．顧客価値の実現（新技術への対応、生産性：歩留まり向上、コスト削減）

２．選択と集中の加速（成長性、優位性のある分野の開発推進）

1,１70
前年同期比

△１９％

△５６％

＋７％

＋０％

解析装置

後工程・
その他

プロセス
装置

（億円）

945

＋２４％ 評価装置

日本 韓国 中国大陸/
台湾地域

米州・
欧州他
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0

3,000

6,000

08/3 09/3 10/3(e)

市場動向（液晶関連製造装置）

液晶関連製造装置市場

（億円）（売上ベース）

3,761

5,265

3,686

前年同期比

△３０％

非関連分野

当社関連

前回予想

△３０％

△３５％
1,000

1,5501,070

（出所）SEAJ（09年01月）データに基づき当社にて推測

（注）前回予想は、08年10月の09年3月期2Q決算発表時の見通し
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221 210

524

85

35

187

0

300

600

07/9 08/3 08/9 09/3 09/9(e) 10/3(e)

△ 35

△ 63

41

10/3(e)09/308/3

受注高の推移（液晶関連製造装置）

受注高の推移 受注高の推移（前年同期比伸び率）

（億円） （％）

50

-150

0

431

609

223

内は年度合計
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0

200

400

09/3 10/3(e) 0% 50% 100%

10/3(e)

09/3

0% 50% 100%

10/3(e)

09/3

売上高の推移（液晶関連製造装置）

主要製品群別売上高の推移 地域別・世代別（前工程装置）売上高比率

０９年度基本戦略

392

前年同期比

△４２％

△４０％

△６３％

△２７％

後工程・
その他

商事品

前工程

（億円） 日本 韓国 台湾地域 中国大陸 米州・欧州他

G4以下 G5 G6 G7 G8以上

１．大型新製品の開発、市場投入によるシェアアップ

２．新規事業開発による事業拡大（有機ＥＬ製造・検査装置、太陽電池製造装置）

３．重点顧客への営業強化（中国の新規投資計画等）

開発品

226
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0

10,000

20,000

バ
イ
オ
製
品

0

150

300

09/3 10/3(e)

汎用分析
製品

バイオ
製品

＋１０％

＋２％

230
246

前年同期比

＋７％
ＣＡＧＲ ７.７％

バイオ･分析関連事業

（出所）SDi Report 10th Edition(2008)他を基に当社推定

ラボ用分析及び生命科学機器市場概況(当社関連)

質量分析

ＤＮＡシーケンサ

元素分析

分子分光

分離分析

（億円）（売上ベース）

14,000
15,200

16.300

売上高の推移

（億円）

０９年度基本戦略

１．アプリケーション充実による成長市場への積極的な拡販(バイオ･製薬・食品・環境・エネルギー)

２．電子顕微鏡事業との部門統合によるシナジーの創出

汎
用
分
析
製
品

CY07 CY08 CY09(e)
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0

10,000

20,000

0

400

800

09/3 10/3(e)

１．海外有力メーカーとのＳＣＢ の推進

２．装置＋試薬のシステム販売の推進
（中国市場４９項目に続き、国内メタボ健診の１項目であるＨｂＡ１ｃ に参入）

メディカル事業

（出所）Kalorama Information 6th Edition(2008)を基に当社推定（試薬、装置含む）

体外診断関連市場概況(当社関連)

ＣＡＧＲ ５.３％

遺伝子

生化学

免疫

（億円）（売上ベース）

17,000
17,900 18,800

細菌

売上高の推移

前年同期比

△２０％747

594

△１８％

△３４％
検体前処理
その他

生化学
免疫分析

（億円）

０９年度基本戦略

*SCB：System Collaboration Business
**HbA1c：ヘモグロビン・エイワンシー

*

**

CY07 CY08 CY09(e)
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糖尿病検査、メタボ健診に対応した生化学自動分析装置を開発

試薬販売も開始試薬販売も開始

ＨｂＡ１ｃ測定を専用機から汎用機へ
１台の自動分析装置で他の検査項目と集約化可能

新規納入先に加え、
約７００台の既納品にオプション増設が可能

装置と試薬のシステム販売により、製造から販売、
サービスまで一貫したカスタマーサポート体制を
構築することで事業強化を図り、顧客満足度の
向上を目指します。

製造販売元

販売元

株式会社日立ハイテクノロジーズ

積水メディカル株式会社
東京都中央区日本橋三丁目１３番5号

東京都港区西新橋一丁目24番14号

従来手作業で行っていた血球溶血の検体前処理を
自動化し、検査業務の省力化と効率化を実現

酵素法によるＨｂＡ１ｃ自動測定の特長（７１８０形 日立自動分析装置オプション）
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0

75

150

09/3 10/3(e)
0

2,000

4,000

市場動向及び売上高の推移（チップマウンタ）

（出所）日本ロボット工業会資料(09年2月）調査機関資料に基づき当社作成

（億円）

チップマウンタ市場 10/3重点方針売上高の推移

（億円）（工場出荷ベース）

米州
欧州

日本

アジア

3,193

1,471

719

前年同期比

△３３％

△５６％

＋３４％

＋２６％
△３％

（注）前回予想は08年10月の09年3月期2Q決算発表時の予想

123

０９年度基本戦略

83

１．先行営業の徹底による市場回復に同期した拡販立ち上げとシェアアップ

２．徹底したコストダウンによる製品の競争力強化

前年同期比

△５１％

△５６％

△４４％

1,817
855

377

非関連分野

当社関連分野

前回予想

08/3 09/3 10/3(e)
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0

2,000

4,000

09/3 10/3(e)

0

1,000

2,000

09/3 10/3(e)

商事部門

情報エレクトロニクス 売上高の推移

（億円） 前年同期比

△１６％

＋３５％

△３６％

△２３％

その他

光関連
部材

電子
デバイス
材料

工業材料

2,560

3,051

前年同期比

△１４％

メディアデバイス△３０％

その他

情報システム
情報家電△１９％

組立装置＋４５％

半導体△２０％

1,652

（億円）

先端産業部材 売上高の推移

（注）チップマウンタ（自社製品）は除く

1,915
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ライフサイエンス電子デバイスシステム 情報エレクトロニクス 先端産業部材

環境・エネルギー事業への取組み①

事業活動を通じ、テクノロジーで環境への貢献を目指す事業活動を通じ、テクノロジーで環境への貢献を目指す

環境事業として強化
既存ビジネスのシナジー 大化

「計測・分析技術」→環境に貢献するソリューション
の開発推進

環境経営（環境負荷軽減プラットフォーム）

環境・エネルギー関連ビジネス（各部門各分野での個別展開）
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環境・エネルギー事業への取組み②

開発市場

自動車自動車
（ＥＶ／ＨＥＶ）（ＥＶ／ＨＥＶ）

環境（ＥＣＯ）環境（ＥＣＯ）

エネルギーエネルギー
（ＲＥ）（ＲＥ）

車載用デバイス

ＬＩＢ保護回路、部材

太陽電池／燃料電池
製造・検査・解析装置
製造管理ソフト、部材

自動検査組立装置
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代替エネルギー
素材・材料
（ＰＶ、ＤＭＦＣ )

0

500

1,000

09/3 10/3(e) 12/3(e)

（億円）

環境・エネルギー事業への取組み③

液晶関連製造装置市場 事業領域別売上高の推移

* DMFC：Direct Methanol Fuel Cell （ダイレクトメタノール燃料電池）

LIB用等
関連製品

環境対応車向
車載部品

457

556

986

*

ＣＡＧＲ ２９.２％
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【トピックス】平成２１年度知財功労賞受賞

■評価のポイント

・グローバルな事業展開、世界トップシェア製品の保有

・経営陣の知的財産戦略への強い関与

・事業、研究開発、知的財産戦略の三位一体の事業推進体制

・研究開発ロードマップや知的財産戦略の明確化、強力な特許網構築

・報奨制度の充実

経済産業大臣表彰（特許戦略優良企業賞）を受賞（日立グループ初）

賞状を授与される

大林執行役社長（右）
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ⅣⅣ

（注）YY/MはYY年M月期を表しています。

参考：データ集参考：データ集
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△２

２６

１９

１,８２９

０８年１Ｑ

７８

１１３

１０６

２,４０４

０８年２Ｑ

２０

３０

２３

１,６３３

０８年３Ｑ

△２５

△４

１

１,８８３

０８年４Ｑ

６７

１６４

１７８

２,２９６

０７年４Ｑ

５５

８６

８１

２,２６３

０７年３Ｑ

９０

１４７

１４６

２,６２１

０７年２Ｑ

５７

９１

８７

２,２５１

０７年１Ｑ

当 期 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

（億円）

■セグメント別売上高
（億円）

四半期業績の推移

８７４

５４６

１９６

６３５

０７年１Ｑ

９１３

７００

２４３

７６６

０７年２Ｑ

８７３

５４３

２６１

５８７

０７年３Ｑ

８３４

５３９

２６１

６６１

０７年４Ｑ

６７３

４２０

２１３

３２７

０８年３Ｑ

９３３

６１６

２４３

６１２

０８年２Ｑ

８８８

４４３

２４８

２５０

０８年１Ｑ

５５８

５５８

２７３

４９４

０８年４Ｑ

先端産業部材

情報エレクトロニクス

ライフサイエンス

電子デバイスシステム
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設備投資額・減価償却費・研究開発費

２１５

９５

１２２

０９／３

２０８

１０３

８５

１０／３(e)

△３％＋５％２０４研究開発費

＋９％＋７％８９減価償却費

△３１％＋９％１１３設備投資額

前年同期比前年同期比０８／３

（億円）

前年同期比 増減説明（０８年度）

設備投資額：１０億円増加

・那珂事業所新製造棟建設等

研究開発費：１０億円増加

・電子デバイスシステム、ライフサイエンスの要素技術開発など

（注）設備投資額は取得ベースにて記載
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（億円）

主要製品群別売上高の状況

△１６％２,５６０△１３％３,０５１３,４９５先端産業部材

△２３％１,２３０△７％１,５９０１,７１４工業材料

△３６％４５１△８％７０７７６４電子デバイス材料

＋３５％３８７＋１％２８８２８４光関連部材

△１５％１,７３５△１２％２,０３８２,３２７情報エレクトロニクス

△１９％７９２＋７％９７６９１０情報システム

＋８％２７５△２４％２５５３３４組立装置

△２０％２１１△３３％２６５３９４半導体

△３０％１４４△３4％２０５３１３メディアデバイス

△１４％８４０＋２％９７７９６２ライフサイエンス

＋１２％２１９△８％１９６２１３バイオ・分析

△２０％５８６＋１６％７３０６３１メディカル

△５９％１９△６６％４８１４０ＨＤ関連製造装置

△２６％１,２４５△３６％１,６８３２,６４８電子デバイスシステム

△５６％２３２△２９％５３２７４８プロセス装置

＋１４％５９４△４２％５１９９０２評価・解析装置

△４２％２２６△２２％３９２５００液晶関連製造装置

△９％１７４△４６％１９２３５８その他

７３３

３７６

１１８

０８／３

４６８

３３７

５１

０９／３

△３６％

△１０％

△５７％

前年同期比

４９２

３１４

３６

１０／３(e)

＋５％

△７％

△３０％

前年同期比

その他

その他

その他
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＜資料取り扱い上の注意＞
① 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結です。
②YY/M（e）はYY年M月期予想を表しています。
③ 数値情報は、億円未満を四捨五入しています。
④ 増減率は、基本的に円単位で計算しています。
⑤ 本プレゼンテーションで述べられている将来の当社業績に関する予想は、現時点で知りうる情報をもとに策定されたものです。当社の参画する産業界はテクノロジーの変化が速く、

競争の激しい産業です。また、世界経済、半導体市況、為替相場など、当社の業績に直接的・間接的に影響を与える様々な外部要因があります。したがいまして、今後、当社の業績が
本プレゼンテーションと異なる可能性があることをお含みおきください。但し、大きな変動がある場合は、証券取引所の適時開示規則及び当社の自発的判断等に基づき、その都度
公表していく所存です。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の 終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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２００９年３月期 決算説明会

END

お問合せ先
社長室 広報・IRグループ 部長代理 加藤 弘之
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：kato-hiroyuki@nst.hitachi-hitec.com


